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上
牧
地
区
は
、
桂
川
・
宇
治

川
・
木
津
川
の
洪
水
で
土
砂
が

運
ば
れ
出
来
た
土
地
と
の
事
で

す
。
古
代
、
淀
川
流
域
は
、
都

の
牧
場
（
ま
き
ば
）
と
し
て
知

ら
れ
、
上
流
の
地
に
お
い
て
牧

場
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
上
牧
と

い
う
地
名
が
つ
い
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。 

  

梶
原
は
、
古
く
は
「
カ
ジ
オ

リ
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

淀
川
で
大
風
の
た
め
に
梶
（
舵

と
同
意
語
）
が
折
れ
、
帆
も
失

っ
て
し
ま
い
、
そ
れ
で
こ
の
地

域
を
「
帆
無
梶
折
邑
（
ホ
ナ
シ

カ
ジ
オ
リ
ム
ラ
）」
と
呼
ぶ
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
伝
聞
が
あ
り

ま
す
。 

神
南
備
（
か
ん
な
び
）
の
杜

は
神
が
宿
る
所
の
意
味
で
、
神

南
備
神
社
が
あ
っ
た
。 

明
治
９
年
東
海
道
線
開
通
の

工
事
で
神
社
は
、
上
牧
２
丁
目

の
春
日
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
。 

  

梶
原
一
里
塚
跡 

旧
梶
原
村
の
東
端
に
位
置
し
、

か
つ
て
、
榎
（
え
の
き
）
を
植

え
た
一
里
塚
が
設
け
ら
れ
て
い

た
。
一
里
塚
と
は
、
一
里
（
約

４
ｋ
ｍ
）
ご
と
に
街
道
の
路
程

（
み
ち
の
り
）
の
目
印
と
し
た

も
の
で
、
高
槻
市
域
で
は
、
旧

芥
川
宿
（
あ
く
た
が
わ
じ
ゅ
く
）

と
の
二
箇
所
に
あ
り
、
今
も
芥

川
一
里
塚
は
現
存
す
る
。 

文
化
元
年
（
１
８
０
４
）
発

行
の
『
浪
華
講
定
宿
帳
』
に
は
、

当
地
周
辺
に
旅
籠
（
は
た
ご
、

旅
宿
）
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て

い
る
。 

 
堂
内
の
地
蔵
尊
は
、
か
つ
て

淀
川

沿
の

中
村

に
あ

り
、

度
重

な
る

水
害

か
ら
守
り
継
が
れ
て
き
た
も
の

で
、「
水
あ
が
り
の
地
蔵
さ
ん
」

と
も
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
る
。 

 

田
中
寺
（で
ん
ち
ゅ
う
じ
） 

畑
山
神
社
の
す
ぐ
西
側
に
あ

る
日
蓮
宗
の
封
じ
寺
。 

年
中
行
事
と
し
て
、
ガ
ン
や
痔
、

ぜ
ん
そ
く
、
神
経
痛
な
ど
を
封

じ
て
い
る
。
山
門
の
前
に
写
真

の
よ
う
な
看
板
が
あ
り
よ
く
わ

か
る
。  

   

妙
浄
寺 

題
目
宝
塔
と
釈
迦
多
宝
二

仏
を
本
尊
と
す
る
。 

当
初
は
、
淀
川
沿
い
の
井
尻

に
位
置
し
、
享
禄
元
年
（1528

）、

日
進
上
人
が
創
建
し
た
。 

 

明
治
22
年（1889

）と
同
29

年
に
淀
川
の
洪
水
が
あ
り
、
翌

30
年
、本
堂
を
西
法
寺
へ
移
し

た
正
覚
寺
跡
で
あ
る
当
地
に

移
し
た
。 

現
在
の
堂
は
、昭
和
61
年
に

建
て
ら
れ
た
。
な
お
、
こ
の
地

の
字
名
は
神
内
と
い
い
、「
土

佐
日
記
」
で
知
ら
れ
る
紀
貫
之

の
古
歌
に
も
詠
ま
れ
た
、「
神

奈
備
の
杜
」
に
由
来
す
る
と
い

わ
れ
る
。 

 

昌
林
山 

一
乗
寺 

元
は
、
千
観
の
創
建
で
あ
る

真
言
宗
「
金
仙
寺
」
と
い
う
寺

院
が
あ
り
、
そ
れ
が
い
つ
の
頃

か
ら
か
荒
廃
し
て
毘
沙
門
天

二
体
だ
け
を
残
す
無
住
寺
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。 

応
永
34
年
（1427

年
）
梶

原
の
住
人
二
人
が
京
都
の
一

条
戻
り
橋
た
も
と
で
辻
説
法

を
さ
れ
て
い
る
の
を
聞
い
て
、

た
い
そ
う
感
激
し
、
そ
の
日
親

上
人
を
請
じ
て
今
の
一
乗
寺

が
創
建
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。 

同
上
人
は
、
三
代
将
軍
・
足

利
義
満(1368

年
〜1394

年)

の
33
回
忌
に
、
将
軍
・
足
利
義

教
に
日
蓮
宗
へ
の
改
宗
を
迫

っ
た
『
立
正
治
国
論
』
を
書
い

た
。「
将
軍
様
も
百
姓
、
町
人

も
同
じ
人
間
」
と
説
教
し
た
事

に
よ
り
幕
府
の
弾
圧
を
受
け
、

牢
屋
に
投
獄
さ
れ
、
真
っ
赤
に

焼
け
た
鍋
を
頭
に
冠
せ
ら
れ

る
拷
問
を
受
け
ま
し
た
が
、
苦

難
に
も
耐
え
て
説
法
を
や
め

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
「
鍋
か
む

り
上
人
」
と
呼
ば
れ
て
、
人
々

の
尊
敬
を
集
め
た
。 

そ
の
拷
問
の
様
子
を
描
い
た

『
日
親
上
人
法
難
絵
図
』（
狩

野
探
幽
）
が
伝
わ
っ
て
お
り
、

一
乗
寺
の
宝
と
な
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
開
山
堂
の
前
に
は
昭
和

50
年
代
に
建
て
ら
れ
た
日
親

上
人
の
銅
像
が
あ
る
。 

一
乗
寺
は
、
慶
長
年
間
伽
藍

を
焼
失
し
た
が
、
そ
の
後
、
慶

安
3
年
（1650

年
）
養
珠
院

の
寄
進
に
よ
り
、
本
堂
・
庫

裏
・
開
山
堂
な
ど
が
再
興
さ
れ
、

そ
の
後
も
、
歴
代
紀
州
徳
川
家

の
保
護
を
受
け
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。 

平
成
10
年
に
、本
殿
、山
門
、

開
山
堂
等
が
再
建
さ
れ
、
非
常

に
美
し
い
大
き
な
お
寺
で
す
。 

開
山
堂
の
横
に
、
弁
慶
が
馬

を
つ
な
い
だ
と
い
う
伝
説
が

あ
る
ク
ス
ノ
キ
の
大
木
、
高
さ

33
ｍ
樹
齢
約
八
百
年
が
あ
り
、

立
て
看
板
も
小
さ
く
見
え
る
。 

開
山
堂
の
屋
根
に
は
、
こ
の

楠
の
葉
っ
ぱ
が
落
ち
掃
除
が

大
変
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
住
職

の
決
断
で
屋
根
を
最
新
の
技

術
と
屋
根
材
を
使
用
し
て
改

修
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。 

本
殿
の
東
側
に
大
き
な
岩

を
神
体
に
し
た
神
殿
が
有
り

ま
す
。
昔
は
こ
の
お
寺
の
近
く

ま
で
淀
川
が
き
て
い
た
の
で

し
ょ
う
。
そ
の
当
時
こ
の
岩
を

神
と
し
て
祭
っ
て
い
た
よ
う

で
す
。
そ
の
後
神
仏
を
同
じ
場

所
に
祭
る
事
に
な
り
今
に
来

て
い
る
よ
う
で
す
。 

一
乗
寺
・
畑
山
神
社
の
古
木

を
見
て
も
歴
史
あ
る
地
区
で

有
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま

す
。
特
に
一
乗
寺
の
楠
は
高
槻

市
の
中
で
ひ
と
き
わ
高
く
て

（
約
33
ｍ)

元
気
な
古
木
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

住
職
様
に
は
長
時
間
、
丁
寧

に
説
明
や
境
内
の
案
内
を
し

て
頂
き
、
有
り
難
う
御
座
い
ま

し
た
。 

 
 
 
 

Ｓ
・
Ｏ 

 

11月度行事予定 
“天下分け目の天王山：大山崎"” 

月 日:平成２０年１１月２０日（木）  
集合場所:ＪＲ山崎駅 改札出口 １０：００集合 
順 路:ＪＲ山崎駅→宝積寺→旗立松・三川合流展望台 
→酒解神社→天王山山頂→観音寺（山崎聖天）→ＪＲ山崎駅  
そ の 他:①一般参加者歓迎です。② お弁当を持参下さい。 
③大山崎ふるさとガイドの会に案内と説明をして頂く予定です。 

12月度行事予定 
“保険・衛生・健康を考えるまち：城東町" 

月 日：平成20年12月18日（木）  
集合場所：高槻市城東町 高槻市保健所 １３：３０ 
   阪急高槻市駅 高槻市営バス乗り場④ １３：００集合  
順 路：高槻市駅→城東町』下車→保健所→保健センター 
そ の 他：①一般参加者歓迎  

②保健所・保健センターでは係りの方に説明して頂きます 
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わ
が
ま
ち
紹
介 

"

歴
史
を
回
顧
す
る
ま
ち
：
梶
原 

・上
牧" 


